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｢円通貨圏」榊想と第三国通貨としての円

増田正人
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はじめに

1985年のプラザ合意以降の'1]高局面の中で，日本企業の海外進出が

激増し，アジア太平洋地域における日本の経済的地位は飛躍的に向_卜し

た。この地域の高い経済成長率と貿易量の増大，さらにロ本をはじめと

する各国'111の直接投資の拡大によって，各国間の経済的相互依存関係は

年々深まっており，一つのまとまりをもった経済地域として形成されて

きている。こうした経済関係の強化にともなって，この地域内の貿易に

おける円の役割もまた大きくなってきている。このアジア太平洋地域に

おける経済的まとまりの強化とそこにおける円の利用の拡大を背景にし

て，いわゆる「1'１経済圏」構想が主張されるようになってきた')。

ひるがえって，８０年代の後半以降，世界貿易において，一方で自由

・無差別・多角の原ｌｌｌｌが主張されながら，他方で，ＥＣ統合，ＮＡＦＴＡ

(北米ロ由貿易圏）等にみられるように地域的経済圏も形作られてきて
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いる。いわゆる「l1ljlHlfl&'」｜航(も，こうした文脈の''１で構想されてい

る。もちろん，それはドルをﾉf1lilllimftとする|F1際j､賃体制が基本的には

継続していくとしたこで，！'〔アジアにおける地域的絲済圏として考えら

れている。現時点では，この地域の''１の地位とI9C諸国におけるｊｌｌＩマル

クの地位とには大きな''１迦があI)，われわれはその点を'Ｅし<認識しな

ければならないが，また逆に，この地域における変化を見落とすことも

誤りにつながるであろう。

他かこの地域における''１のﾉＩＷＩｌは，」Ⅱ))Ⅱしつつあるとはいえ未だ|Ⅱ（

疋的なものであI)，地域的な絲済|遜lを形成するようなものではないとい

う見解も存在している２１．’１１際jmff論'１１}光のijII迷点からみれば，国際j、

街のltM定として第三lFlllllの貿易，決済に利111されることは最低限の灸１１：

であり，この点を|｣本''1がiiMiたしているかどうかが極めて疑わしいから

である。つまI〕，lEl際jlDlYとしての''１をＩＩＬくii1li(illiするためには，まず，

この地域内の貿易における１１ｲﾐ''1の，第三lIljmftとしての利用のｲ】･'1Kと

その程度がIﾘ1らかにされなければならない。

本論文は，現/l;急速にlW1)Ⅱしている''１巡てYY易の実体をIﾘ1らかにし，

｣1記の問題に解答を与えることを[l的にしている。特に，日本における

''1巡て貿易の変化だけで(よな〈，第三ljI11111貿易におけるＰ1建て貿易の実

態と変化を明らかにすることで，ＩＥＩ際jmlYとしての''１のおかれた地位を

Ｈ１雌に評価することをめざしている〕１゜

したがって，まず１１本の貿易における|'Ⅱ11て貿易の変化を概観し，

｢lI1通貨圏」構想が生み''１きれてくる背};(について検討する。次に，第

三国'１１１の貿易における''1述て貿易の実態とその変化について，韓国の貿

易を例に取り上げながら分析する。ノ1ｋ後に，いわゆる「|q通貨間」のIＡｌ

実とその将来展望について考察する。
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「''1通貨[醤1」１%,u1とjOi三lliIjm貨としての''１

図衣１－①［1ｲﾐの貿易のlI11iLて比》卜lのｌＩｆ移
（1M位:％)

、、國國叩
■､■■珂囲函國國函
Ｍ人００ 囚印■■四四国lWiil|YiJ

iI:）＊は年度の8t`ir2
lll所）大蛍竹「l}1隙鋼Ｉｌｉｌ;IMI，週I銃「鯖111細'１;it8lj，「liWM！『綴;l」各号より作成。

１１]本の貿易における|llihて比率のｌＩＩｉ移

恥一節貿易取り|における''１建て比率のｌＩＩｉ移

［1本の貿易取り|における|ﾘ処て比率を図表１－①によってみてみよう。

1970年の''1建て比ｾﾞｷ｛は，輪|Ⅱが０．９％，輸入が０．３％であり，固定Ⅱ１

場iljll度のもとでは貿易１１Kリ|の''１建て化が進展していなかったことがわか

る。輸出取り|の'１１処て化は，1970年代に進11〔し，８５ｲ1Kにピークを迎え，

８７fIiまでやや減少した後，また増､|]し始め，LIA〈Ii4Vlll99となっている。

輸入取引の円建て化は，1980年の２．４％という比率が示すように７０fl：

代にはほとんど進I&しなかったが，８０年代に人って燗llllし始め，１５．６

％（1991年）までkﾂﾄした１１゜

この比率を他の先進iililllと比較してみたのが，｜災|炎の１－②である。

図表１－②によｵ1ぱ，#iii人については，８０lli代に全ての先進国で|:IlIIl

jm街建ての取り|が燗ljl1している。８０年と８８ｲl:の数'１/(を比べてみると，

'１本の''1建て輸入も耕し〈卿Dllしているが，フランス，ドイツ，イタリ

アの比率も噌大している。１９８８年の段階でみれば，輪''１，輪人ともに

r11F1jm賃の比率は|]水が－１１f低く，それはとI)わけ輸入の場合に顕耕で

ある。現時点で他の先進'１１と比較すれば，［１本''1の｣|n位はきわめて低い

といわざるを得ない。もちろん，この点のiii1Ii(,||iについては，米ドルが）A

Il1I1jm街であること，またILi欧諸国の場合ＩＢＣ域１人1の貿易額が大きいこと

を考慮しなければならないだろう５１。

4５

1970 1975 1９８０ ３８ 1９８１ 1９８５ ６８９１ ７８ 1９８８ 1９８９ 1９９０ 1９９１

袖１１１ 0.9 1７．５ 2`1.11 ３`1.5 3３．７ 35.9 3．５
０

３:》Ｉ 3`１．３ 34.7 37.5 39.5

輸入 0.3 ０．９ 2.11 11.11 11.ａ 7.3
＊

9．７． 1０６ 1３．３ 1４．１ 1４．４ 1５．６



lxl表１－②先進主要６力111の通貨》|I貿易比率
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ドイツの蝋１１１，イタリアの輸出と輸入はl987fIHのもの。
ｌｉＭｉでは，８９．６％となっているが，斐記ミスと殿えられるので訂IILだ。
ＩＭＦ,ＩＭＰＳｕｒｖｅｙ，Ａｐｒｉｌｌ，1991.

節二m対束Wiアジア貿易における円建て比率の拡大

輪ｌｌｌにおける111処て比率の変化を図表１－③によって地域》||にみてみ

よう。

Ｉ叉1炎’一③によれば，輪111取り|における地域yllのlI1処て比率は，１，u域

ごとに特徴的な変化をしている。１９８１年］）lには，発展途I地域

(29.0％）よりも先進地域（37.3％）の方が111建て比率は闘い。それ

は’三Ｉｉにiノリヨーロッバ地域の高い''1建て比率（５７．６％）によってもた

らされている。この地域では，８０年代にドル建て取り|の割合も減少し

たが’しかし，それはそのままP]建て取引の増､Ⅱに結び付いていない。

逆に’１リ巡て取り|の割合も減少している。このことは１１リヨーロッバj、貨

建ての輪ＩｌｌがlWjl1したことをあらわしている。

他力，苑llG途｣二地域のIT1建て比率は８０年代に急｣御し，１９９１年１２)］

で48.8％となっている。この地域の11,でアフリカの'11処て比率が極め

て商<なっているが，これは}1本の政IIVl刑発援Uﾉ』（０１)Ａ）にもとづく

|Ⅲ建て輪lllの;Ｍ１合が高いことも大きな要因となっている';)。

４６

袖111

1980 1９８８
I）

袖人

1９８０ 1988'）

過Iii種Wｉ (1iI1mlIi １１本''１ その他 躯Hli Ｍ１リ その他 【1M航 []本111 その１m ｢1噸l１ｉ [1本|リ その他

１J水 29`．Ｉ 29.4 70.6 34.3 ３１．３ 65.7 2.4 2.4 97.6 ＬＬ１ Ⅱ．Ｉ 田,９
』０

フランス 62.5 37.5 58.5 0.5 ４１．０ 33,1 1．０ 65.9 `１８．９ 1．３ 49.8

ﾄﾞイツ ８２．３ 1７．７ 8１．５ 0.5 1８．０ ･13.0 57.0 52.6 2.5 ４１．９

イタリア 36.0 74.0 38.0 62.0 18.0 82,0 27.0 73.0

ｲギリス 76.0 割.0 57.0 ､13.0 8.0 62.0 `10.0 2.0 58.0

(IllllI｢：船）



「}'1通貸間」構想と第三国通貨としての円

図表１－③輪ｌｌｌにおける通貨別（件数比率）
（単位8％）

出所）通産宵「輸出確認統計｣,各号より作成。
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111所）ｉＭＥ竹「輪lllIll:姐統M」８{(和63fI:，Ｗｌ(１１１K，l1il2II:，l1il3Iiﾐﾄ;より作IIR。

また，東南アジア地域の111通て比率も８()ｲ|:１ｔに急｣(ｳしている。１９８１

年１）lには２７．５％であったが，１９９１イlKには４８．５％となり，ドル建て

比率とほぼ|前1じ値までjPiDl1した。

東南アジア地域については，輪ｌｌＩ取り|の|'|:数における比率だけでなく，

金額による比率やl1H1W,》'１;191合も，１９８８ｲ'2以lM1iのものについては公表さ

れている。｜叉1炎１－④によれば，金額的には11[にl991il§の'11処て取り｜

の割合は５０．８％であり，ドル建て取り|の`１５．９％よI〕も大きくなってい

る。

また，ｌ１ＨｌＩｌ,別にみてみると，機械機器とそｲ1以外のI1ii1W1との''１１にかな

り異なったＭｌｒｉｌがあることがわかる。機械機器では，IIliEて比率が611;Ｉ

を越えておI〕，テレビ，｜<'１１ﾘﾉili，船舶など''1処て比率がドル池て比率の

３倍以上になっているlllllIlも存圧している。他ﾉ)，繊維,ﾄﾉ,，化学,{｝!Ｌ金

4８

]９８８

ＵＳドル lIl その他

1989

ＵＳｙﾉレ ''１ そのＩ！

1990

ＵＳドリ '1１ その他

199】

３１ １１１ その他

全ｉｉｉ１Ｍ

食料,Ｍ１

繊維,}ＩＩ

化学,{/I

|縢金Iji鉱物腿,１１，

金属,1}！

鉄鋼

機械機器

i;(動機

テレビ

ＶＴＲ

｢l動ili

ＩＷＷＩ

砿遮機器

その他雑,W， ０４５９２５６８９００１３２６妬、乃切図別皿⑬塊⑲帆加沁肥“ ２２１１１３２６
８２６６９５泌幻旧狐川７鎚刷枢相鯛団釦

３ ８１１９８２２６８２７３１９９●缶①００●●●●。●ＣＯ０●２１００２１０３２８７５０１２ （⑪（ｂｑ）へ』ＰＯくる１．ｏソ。Ｉ（ひｑ》〈ｂへ⑪ｑ》。ｌ●■●●●Ｃ●●●●●●●●●鋼“別腿硫腿”杣弧Ⅲ個別旧佃駆 ５５５８２３６３１０７２７０７個弱別沁釦陥９弱田調郷田函卿蒟 ９９６９３０３８７３１２９０２●●●ＣＤ●●Ｇ■、□０６■●Ｄ』〈ＵｍＵｎＵへ』０１〈Ｕへ』ｎ〉ＰＯｑ〉句Ｉヘリ９】９】 １００８２４３２２１９１６２Ｉ相弱別帥Ｍ両鋤獅卸別羽沁加刷帥 ９７０１０３３９８４８１４６７杷心泌旧醐即皿、ｍね剛、ね佃師 ０３６１８３４９９５３８０２９ｃ■Ｂ●■●□●□●●■■■■３１０１２１０３２６９６０２Ｉ 〈ｕ》づ』ｎＵ〈⑪⑩』回し〈、〉の己（叩〉〈Ⅵ〉７０１１〈ｘ〉△咄▼０幅弱ｎ犯刷沌郷調妬⑩汀凹”柘卵 ８５５１７９９６５８３８２７４●●●●●●●●□●●●■●●釦蝿泌加郷凹、艇伍川艇的汀印鋤 句』（ろ■①９】Ｑ〉、』戸、ワ』くりへ①（Ｕ０１。’ｑ）ｑ〉●●巴●●●●●●●●●●●◆３１０１１１０４６５０１０２１１１

図災１－④＃〔＃iアジアへの柿１１１におけるilii11M1lljmlY比率（金額比率）
(１Ｍ竹：ｑｲi）



「lI1im貨圏」構想と第三lIiljm街としての}'１

１葵|変１－⑤輸入における通貨》||比率の変化
（IIiIii8％）

回、同ｍｍｍ

１１１所）ｊｌＭｉ行、０１人fMllj統計jffljより作成。

属,Ｗ１は，ドル処て比率が７割以ｋで，未だ円建て比率は少ない。このＨ１

連は極めて砿要である。というのも，最近の１１建て比率のjiI1Dllの大きな

要因がこの機械機器の燗！)Ⅱにあるからであり，またこのlljilrI1が今後も続

いていくと考えられるからである。

次にlx1表１－⑤によって輸入の動向をみてみよう。

まず，先進地域であるが，ドル建て比率の割合は７５．０％（1986.4）

から６２．６％（1991.12）へと低ﾄﾞした。逆に，’'１建て比)樅は，１１．４％

から１９．３％へとl伽jⅡしている。しかし，この場合もドルの減少分がす

ぺて|ﾘ建て比率のl杣Ⅱには結び付いていない。輪１１１の場合とlril様，ここ

4９

1986.4

ドル ''１

1988.4

ドル ＩＵ

1990.4

ドル ''１

１９９】．`Ｉ

ドル '1１

1９９１．１２

ドル |リ

今地域 ８１.(） ８．９ 78.3 1３．３ 76.4 1３．６ 76.1 ル1.5 73.7 17.0

先進地域

オーストラリア

アメリカ

西欧

ＥＣ

イギリス

フランス

ﾄﾞイツ（I1liljl）

０

５３４７０３０乱－４５０３２６
７

９２２３３

1１．４

５．`Ｉ

25.1

25.2

27.7

17.1

19.0

８５９０ｌ銘別鍋配別
４６２●●０８１▲■Ｂ巴●３Ｌ４

９●Ｉ

２８４８７５９●、●●●●９皿加お妬躯皿 ｑ〉０１〈ひへ』』０〈、戸⑪●Ｃ●●●●●６７９９０９８６７８２２１２
７●３ ’必くじ、〉戸⑪｜①－００：ｎ〉■●●●●●●●５６０３３５５２１１１２２３２Ｉ ７２５０００８闘妬郷旧肥、羽

３ ０６２６７３８７応６Ⅲ犯泌扣笏凪
62.6

85.4

800

15.7

141.`1

22.2

14.9

3.0

1９．３

８.`Ｉ

13.9

33.0

33.0

`10.4

`1４．１

１８．９

苑Ij2途｣ＪＩＬ域

爪1↑iアジア

郷１１１

FiiQj

ＡＳｌ１ＡＮ

lHiアジア

''１１村米

アフリカ（lliア）

j1i蕨lu1

､８

90.0

81.3

8(i､5

93.41

９４．１

９５．２

８６．０

86.8

４２６５９●●。９応⑬乱
３４７７・巳ＤＣ。■且２４４１ １１９０４９８８０●●●●●Ｂ●●ｃｗｍ他鍋胆犯別別配 ０７１８３１Ｏ０

ｑＧｄ０

皿陥師随６１２２
２の１１ ７５６６６６８８１０●●●■●●●０部わⅢ的的卵皿蛇卯 ０７２５４２７７７

●●●●

旧旧犯、８１ＬＬ８ ６７７２７１３３６●●●●●●●●●配ね加硫郷肥卯卯聞 １４７１４８００
●■●●

凪凹犯弧仏Ⅲ３３
ＯＢＩ １６１９９４６６６０ＣＤ●●００●●鋼別加帥皿肥鋤閉配

３９６

６６６
７５３９８３Ⅲ２２、Ｉ２３３１



⑥１Ｍ

ｌｌＷｉ）ｊｍ１ｵ桁「輸入ＩM<'i枕iilか}‘成３年号。

でもその鑑額は先jujlI1il峨巡ての貿易のlⅧ'1を示している。つまり，輪

１１１，輪人ともに第三lFljm街としてのドル処て取り|の比率が低ﾄﾞし，かわ

って輪'１１人の当TlTllljmlY（'11手国通貨，［IｲﾐllI）処て１１Yﾘ|がjPi大してい

るのである。

発腿途|地域については，１９９１イ１１１２）｜におけるドルi&て比;ｷＩは

83.1％と商〈，１１１述て比率は15.4％にとどまっている。しかし，ここ

では地域ごとの''1述が１１(めて大きく，ｊｌ〔iＷアジア地域と他の地域とでは

まったく兇なったMlf1lを示している。東南アジア地域では，急速にIl11iE

て化が進展しておI)，約`1分の１が''１巡てで収')リ|きされている。他ﾉﾉ，

Imiアジア地域のように，ドル建て取り|がほとんどを占め，lI1iEて化がほ

とんど進11`していない地域も存在している。このl1l1lllは図表１－⑥のl1ii

1W1yllのjlDfmﾘﾉ|ｲﾘをみることで'ﾘ1141となる。lxl災’一⑥が示すように，Ｉ１ｌｉ

燃料jJiのlIIiLて輸入のﾘｲﾘ合は極めて低く，そのほとんどがドルillてであ

る。こうしたＭｌｈ１(よ９OIlZItに人っても今のところほとんど変化してい

5０

'1１ l〕．Ｓドル マルク Ｓ,Ｗフラン １１，１《ポンド その他

総抓

食料，１，１，

lii燃料Ｍ

繊維原料

金属鉱及びくず

１１;iﾄﾞ１，M，（その他）

鉱物|,|:燃ﾄﾞＩ

Ｄ;ｉｉｌｌＩ

製ＩＩｌ１ｌＵｉ

化学製,１A

機械機器

その他 ６２９５２９３０７５５９●●●●●●●●●０●●５２－２１５００３２２１
１２

１

２３２２ ０４４。９】０卍。’（５戸、０）０〉『－Ｐ、ｑ〉万ねｗ万犯則的、切副記“Ｉ 、ひ、〉０１、△ｎＶ、①〈Ｕ０〉一①（』０冊ワ』●●●●●●●●●●●●３１００００００７７６２ ９１０００１００８１３２０●■●●●●０００●Ｇ００００００００１５１Ｉ ８１３００１００２７６１●●●●●●●●●●●●０１００００００１０１Ｉ 』。６１Ｐひくる〈、〈ろ０１〈Ｕ【Ｉくじ【イ句Ｉ０●●●●●●●■●●●３３９００１００５２５６
lxl災１－⑥輸入INiil/I別jmlY比率（ｌ(X)ｌｆﾄﾞ） (111（,ﾔ:9A）



「lI1iljMIil魁1」構想とjil三lliljmlYとしての''１

ない。つまＩｈ１１水のl坊合，資源を仰ｲIする発展途lIm1からのI;(ＩＭＩ料Ｍ

の輸入が発展途lzllilからのドル巡て輸入の割合を商めているのである7'・

他ﾉj，側,W,灯1の場合は，逆にlリi&て比率が高くなっている。東南アジア

｣'1域の''１述て比率の急liU1は，こうした型,}i１，噸の輸入の急1Ｗによってもた

らされている。

こうした点を考lli〔すれば，韓国，台湾におけるllliBて比率の急1Ｗとそ

の-ﾉｱ};(の持つ趣味はIﾘ１白となろう。憾国からの''1述て輸入の割合は，

l986il2から急激にi１．１jまI)，２ｆｌ２ＩＩＩ１で|(jPiした。ｌＷＩｉ，その;liI合は)liU［

の変勁はありながらも約`1割を,!iめている。台湾の場合，緯lIlよりも２

IlHほど遅ｵ1てl11iLて比率が噌加し始めたが，現在はほぼ|前1水準にまで達

している。ＡＳﾄ)八Ｎ諸lE1の場合も，１９９０年頃まではあまり顕鞠こ''1建

て比率はjnjlllしてこなかったが，1991年１２)lには］:〃1％となり，Ｚｒ

後さらに燗Dl1するど州1される31.

以上みてきたように，｜]本の貿易における''1述て取り|の11ﾘﾉlｲﾘの''１で，

束アジア地域の変化は注'二Iに値する。特に，［|本，棚jjl，台湾の三'１１１に

ついてみれば，l1WI1貿易，｜]台貿易ともに，「1述て比』卜(の;li1合が４＃illを

,liめておI)，［1本''１のＩＷ１１がすすんでいる地域として「IIljlnl了催|」をilH

n1してもおかしくないだろう。そこで，次に，蝉ＩＥＩにおける１１巡て取り｜

のｿ(態を検i付し，この'''１題についての解答を与えよう。

１１悼囚のfJr易における'11述て取り|とその変化

jiil-Ii↑ｉ貿易l[(リ|における'１１連て取り|の推移

iW1llIlの貿易取り|におけるj､賃yll削介の推移を図炎II-①によってみて

みよう')。ｌ９７６ｌｌｉの'１１の受取額，文払額は極めて小さく，Illil』て貿易

はほぼ倍'1|(であると,iWilIiできる。７７年以降，輸入による支払額，袖'１１

による受llIiW1はともにj(ｳDl1しはじめるが，lIl述て輸入による文払iW1のﾉノ

５１



岡炎Ⅱ－１

111所）TheBallkofKolでa，

5２

倒易取引

受取額

年 合計 ドル１１１マルクポンドその他

'976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1981

1985

198(j

l987

1988

1989

1990

7635

'0119

12281

小18()6

17248

20179

19973

21800

24509

25867

32867

`l`'576

56773

57684

60433 ２９】ｑ〉くり０〉（Ｊ〈遇９】【１戸、【Ｊ〈ｊ『ｌ〈⑪９〕
7565

ｌＯＯＯＯ

ｌ２１０２

小l621

16583

19156

I898I

20737

23287

2`l`19(〕

30970

`10856

`'9７８２

５０１６５

５３１８９

３０.］１９.`Ｉ２８．６２１．８

０９．４28.1３８．８４２．８

９６．７４６．２100.2２５．９

４２３．８９５，７３３，２３１．９

５２０１．０３３(ｉ７７`l`３５２．５

２４３９．３３２`1．１９２．３１６７．３

０６６０．５１５６．７６２．５１１０．２

０７４２．３１４＃1．１３３．６143.2

６８６３．６Ｉ`1７．７３７．５］７３，２

９６１．６１６`1.9７６.`1174.5

1262.2249.1１２`1.3258.0

３２５２`1.9530.7213.0‘151．Lｌ

９４８５１．６902.5４０１．１835.6

54147.0８３１．３325.3９１５．９

24701.112`１９`１273.3］020.5

貿易外！[(リ’

受け取り

fｌ２ｊ１ 合計 ドル’'１マルクポンドその他

９１

７８７７９９１Ｉ

刃帥別皿郎別闘駈師出”帥９９９９９９９９９９９９１１１１１１１１１１１Ｉ
】７９９

３０９８

４５６５

`1824

５１６９

６３２８

７０６７

(j831

7095

1)637

8396

10130

12107

12929

15057 ７０７－，３５９５５４８６５５６
ｑ平、〉ｌＤｌ

卵卯別旧いい乃卿４３８３５２０３２３３４５６６６
６２８５

６

？】８０冊（け戸⑪『Ｉ７２７８７８８９ ４１７５０８５２１０５４７４６●ＤＣ、の●●ＧＢ●●●●０●山畑翅噸諏鈑緬獅皿、岨加錘銅蛎へｊｎ５ｍｊ９】Ｉ８ＰＯ９】Ｏ』・Ｉ９】、ひ少】【Ⅱｑ〉ｑ〉００００●●■●■●●●缶●●５６８ｍｍ旧犯泌卯〃兜町刃ｗｍｌＩ〈Ｕくじ□咄〈ＵくじＯ」ｍＪｎｊｍＪヅ】』⑪〈ＯハＵＱｌｎ〉●００ｇ●ＤＣ●の■●●●□●再Ｉｑ）くりへＪ〈ＵＣＩへ』ｑ》７０：Ｑ〉ｎＶ『ｌ０ｌｎｖｍｊ０佃戸、岸Ｄｌａワー［ｌくじ一コ〈Ｕｑ〉へｊへＵＲ〉戸⑪Ｉ２２４２６５４７３２９９９２１０５９●●●●●Ｃ●●●●●●■■●３３７１７８８５７７２１０８４０６７９３３１５０８０８１３６１１１１２３３４５Ｐｂ３２２３８１２３３３２９８５９７７９１１８３１６２



ｌｌＩｉｉｉアジア経済を見る視点

仰'１１の決済通貨の動1ｲリ
(1M位:100〃ドル）

MonIhlyBulletin,各》』よl)''1ﾘ１１(。

5３

貿易取り’

支払い

fIリ］ 合計 ﾄﾞル’'１マルクポンド その他

1976

1977

1978

1979

1980

1981

８２

'983

1981

1985

1986

1987

1988

1989

1990

6725

8791

'2433

16869

19170

21526

20546

22122

23902

2392`1

25750

33275

41729

49425

60589

ハｊｌＯ①』ｄ咄ｑ〉⑪ひ■ｌへＵ
０７６２

6186.20.0９１．３３６．７108.1

８匹I`141.2１６．２］７２．］５２．１106.7

11725.9１５３，２280.5７３．４200.5

1558【沖Ｉ５５().７３６３．６１１７．２251.2

178(i5.7702.3333`２９５．８１７３．３

６．１１(〕1９．３２ 8106.6153.1

１８()36.0］２５`I.〔）302,2１１０．３２`＃1.４

１９３１６．７202`１．１３`l(i､７８６．９３４７．７

２０３８１．５２５１０．９‘108`８８８．７５１２．１

１９７０５．９２９`１２．８‘189.1）120.7665.`ｌ

２０ｌ５〔）.９‘1019,0735.8１５２．２６１７．１

２６７２５．１‘1591.5958.0195.3802.8

31382`(）、1965.3１２２２．７2.17.7９１１．９

`１１１７７．２5277.01578.9286.3１１０５．８

`17898,07673.8２`161.9５１８．７2031.0

貿易外１１<リ’

支払い

(1２１１ 合計 ドル｜リマルクポンドその他

６７９１

７８９７７７９９９

帥別皿囲別路駈師閉的９９９９９９９９９９１１１１１１１１１Ｉ
Ｏ的

Ｍ50

2351

3507

4097

5580

7561

7573

７１９７

７９２５

8125

9386

8911

10361

13228

15664

８１９３２６０８
くじくＵ－Ｄｑ〉九Ｊ⑪四

1307.`Ｉ５３．５ 520.0５０.`Ｉ

1899.5６１．５３１．５２３．８337.8

27()7.6１６`１．３‘1９．１３９．７547.2

3339.`Ｉ283.6６(〕､９６７．７339.7

`１８８１．２２９`1.6１０`1.8７３．６226.0

6755.3359.8１１９．５８０．８２４６，２

６８１`ルＩ‘103.0７５．３５３．６226.7

6269.2２１５．７１００．７１２`1.0458.2

7012.(）‘178.0110.7‘10.0２８鬘1.(｝

7`108.`Ｉ６１】、９７８．９６８．６257.8

782().０９７３．６１３８．７９２．６361.0

1１．７１２１６．６１８１．１９１．０538.1

21．`１１`106.2２５:1．１１３３．０６１７．２

I()2(17.8１５８７．６２(}0.2１８(ｉ４956.3

11()O`1.9１９１７．９398.2352.6１０９０．７



が急激にj帥Ⅱしている。それはl981ilZにはじめて１０億ドルを突破し，

その後83年に２０億ドル，８６年に４０侭ドルを越え，９０fI§には７６．７億

ドルまでliIill1した。他ﾉj’’１１巡て輪|}}による受取額は，1986年に１０億

ドルを越え，1989年の５４．５億ドルまで急燗するが，それをピークとし

て１９９０年には減少している。

以｣zみてきたように，槐lIilの貿易取り|における円の利１１１は７０年代末

から急1Ｗしているが，その貿易額に対する比率は依然として低水準のま

まである。1990年の貿易全体に占める;I川合は，輸出で７％，輸入で１２

％にすぎない。つまり，棚､の貿易取り|において主要なjlD貨は依然とし

て米ドルであり，その地位は８０年代においてもほとんど変更されてい

ない。

同様の伽liilは，貿易外１１Yﾘ|においてもみることができる。Ｉ[1建て取引

の割合は，１９９０年で受収が25.7％，支払が12.2％であり，貿易取り｜

の場合よりもその比率は,liiくなっているが，やはり，米ドルが受取，文

払ともに三Ｉｉとして使川されている。

したがって，貿易取り|，貿易外取り|のいずれにおいても|]本lUの利用

は少ないといわざるを11｝ない。しかし，こうした事態は，韓国も[1本と

同様に，原燃料類を海外からの輸入に依存し，アメリカやﾘﾘ欧諸国をそ

の主要な輪''１市場としてきているために，全体の傾向としてlI11m3lの水

準が低くなっているからであると考えることもできる。したがって，次

に，１]本以外の国との取り|においてどれくらい|]本円が利)'１されている

のかを検討しよう。

第三節韓国における第三|副通貨としての''1取り’

韓ＩＥＩで公表されている貿易統計で地域》||の汕貨》|I比率をIﾘＩらかにした

ものは存〈liしないため，1111[接に第三国''１１の取り|に便111されている日本｢Ｔｌ

の金額は知ることができない。したがって，ここでは，郷ＩＥＩの''１建て輪
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「lI1jm賃|魁1」柵想と第三lLljmftとしてのlI1

1izMin-②’１本の''1巡て楡'''耐と韓''１の'ﾘの受'【(額（1,,位:1,iﾉjドル）

''１所）ｊｌＭ:1hTlKl人IMlIi枕,Ⅱ｣，ＴｈｅI）aIIkofKorea,Mol1tlllylBullelim，
行りよＵ作成。

図災11-③１１イミのli1述て輸入航（対!｣IⅢ１１）と郷'11の''1の受10(額のllli秒
(1)1位：I`i〃ドル）

叩
知
仙
汕
伽
、
０

1987.1７１９６８．１71989.1７１９９０１７１９９１．１7

1111折）通り整行「Oii人IMI'↑枕`llITIwIBankofKorca,MonlhIyBulc【ｉｎ，掛》;よi)'1:戒。

ｌｌＷｉ（輸出による受lMi）から[1本の郷lj1からの|リ処て輸入額を鑑しり｜

いたものでその〈01額を表すことにする'０１。もちろん，ここで両国におけ

る統計データをⅡ`〔接に比較しているので，ここでの数(l((は多少の誤差を

含んでいるとみなさなくてはならない''１。その点に気をつけたうえで，

各年脈に金額を炎したものが，lxl表の１１－２である。iiIIiujlにおいて資料

が公表されている1987年からこの表を作成することができる。

図表11-②によれば，郷国の第三国llYリ|における'１１受取額は，１９８８

年の８．９億ドルをピークにして，その後Ｉｉ成少し，l990fl:で５．２他ドル

となっている。この数IiI〔を各)１１１Ｆに表したものが，｜叉l表''一③である。

このｌｘｌ炎によれば，ほぼすぺての'１ｹ期を油じて，｜]本の文払額よりも蝉

'１１の受llWWiのﾌﾟjが大きいことがわか'〕’’1本''1が第三ｌｌｌｌｌＩ１の貿易にｆ''１１１

されていると給論づけることができる。しかしながら，この'１１建て取り’
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1９８７ 1９８８ 1９８９ 1９９０

１１本の''1巡て輸入額（対騨'11） 2152.2 3964.8 `1681.1 `1181.8

I41wlの''1岨て受l((iWi（対''1界） 2524.9 `1851.6 5Ｍ7.0 4701.1

節三国)[〔ヅ|における''1受】((額 372,7 886.8 765.9 519.3



の金額を同年の貿易受取総額604.3億ドルに比べてみると，その円建て

比率はわずか0.86％にすぎず，量的には余1〕重要な地位をiliめていな

い。日本以外の国への輸出金額に占める円建て取り|の割合を求めたいが，

先に述べたように対[|貿易からの受取額は知ることができないので，そ

の金額と割合を正確に把握することはできない。そこで，同年の韓国の

輸出総額から日本への輸出額を引いた金額を，ロ本以外の国への輪'1}に

よる受取額とみなして計算してみても，ロ本円を利)iＩしている割合はわ

ずか１％程度と評Iilliされるに過ぎない''１。

ただし，この受取額は貿易全体と比べてみてもほとんど意味を持たな

いと考えられるので，円建て輪Ⅱ}が行われていると予想される束アジア

地域の貿易額と比較してみよう。ロ本の場合も，束アジア地域が例外的

に高い円建て比率を持っていたからである。

１９９０ｲﾄﾞの束アジア地域（台湾，香港，シンガポール，タイ，インド

ネシア，マレーシア）への輸出額は９５．９億ドルであり，５．２億ドルと

いう額は全体の５．４％を占めている．しかし，仮に，｜q建て取引の全て

が台湾貿易において生じているとして計算してみると，貿易総額12.5

億ドルに対して５．２億ドルを占めるということになるので，これはかな

りの比率を占めていると評価できる。もちろん，｝'1建て取引の全てが台

湾貿易によるものということはあり得ないが，日本の貿易の分析から台

湾貿易の円建て比率が最も高いと推測してもかまわないであろう。この

推iH'１が1Ｅしければ，｜]本，輔国，台湾において，Ｕ本P]が貿易決済を支

える通貨として一定の役割を担っていると評Illiできる。

しかし，問題はここで述べてきた金額が未だ極めて少なく，二国間の

統計データの誤差の範囲内にはいるのではないかという疑lli]が残る点で

ある。この点は否定できない。したがって，現在手に入れられる資料か

ら得られる暫定的な結論は，「１本円が第三国'111の貿易に利)'１されている

こと，ただしその絶対額は未だ小さく貿易における重要な地位を持つに

は至っていないことの二点であろう。台湾との貿易をはじめとして東ア
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「''1通貨１４|」lMMjと第三ｌｌｌｊｍｌﾃとしての''１

ジア什国との岡易においてi１．１iい比率で''1処て取り|が行われているという

結論'よ，他のデータによってIlli足される,12,甥がある':'１。

さらに，この|叉|炎から，蛸三'１１１通貨として利用されている１１本''1の絶

対額が，８８年以降減少しているということがよみとれる。ロ本の'11建

てTV易の分}斤からは，まさにこの川|Ⅱlに火アジア｣lLj戎からの輸入11)(リ｜

(蝉囚，その他の外国からみれば輸出）の''１建て化が進展していたとい

う結論が得られていたのであり，束アジア地域において[1本円の'１１際jm

fi化が進行していたとする二]ろM1とこの'又'炎のデータとはjli反対のｆ,'i諭を

導き１１'すことになっている。つまり，舷も''1連て貿易が進展していると

予想された緯|Ⅱにおいて，第二illjljln貨としてfll用さｵ1る|]本円は逆に減

少しているということがU1らかになったのである。

したがって，これまで検討してきた[|水と韓国の貿易取り|の分l1rから，

第三lFlilh貨としての''１の存〈liを奥付けることができたが，また'両111$に，

｢1本''１は，「|'ljml1il世|」を|Ⅱ収するようなものとしては利１１]されていな

いと結論することができよう。すなわち，｜]本を貿易の一方の当Ｔｌ{背と

して念む貿易では''1建て取り|が急激にlWljⅡしているが，箙三国'１１１のfjY易

での''１の利１１１はそれと平行しては進展していないということである。も

ちろん，こうした結論は，槐llil以外の１１１，特に台湾等の貿易取り|の分析

を待たねばならないが，緯|F1以外の国ではそのような溢料が作成，もし

くは公表されていないので，」[11([のところこれ以｣fの分}１７を行うことが

できない。

lⅡ「II1jIDft剛の内実とその展望

節一・h↑ｉＵ本多li11WMY業のｉｌｌｊ外jUjllIと''１１１』て](X３ｌ

lii｢iifまでの検i１．１で，現(１１までのところ，’1本における'11建てl(〔リ|の埆

加は「II1jln貨|劃」を形成するようなものにはなっていないということが
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図表Ⅲ一①海外/liiJir拠点からの89Ｈ１渡製品輸入計ｌｄＩｉ

ili）ＯＥＭはⅢ手先ブランドによる生産，ＹＭｓ参加企業はＯＥＭを除く。
汕産省調べ，対象企驚はメーカー１７６#Ｉ

ｌｌｌＤｉ）１１本経済$lilHI，ｌ９８９１１ｉ６ｌｌｌ８Ｉｌ

明らかにされた。この章では，iii章までの分析をもとにして，将来的に

円通貨l醤|が形成されるﾌﾞjli1に現在進んでいるのか否かについて検討しよ

つ｡

先に，第Ｉ章で80ｲＩｉ代後｣'2から急｣櫛した輸入の円建て化が，｜]本企

業のiIij外地１１１と現地生旅の拡大，それにもとづく製品輸入（'''''''製,F1を

含む）の拡大にあることを指摘した。こうした最近の製品輸入の拡大は，

単に旧yllの､Y業レベルにおける'41山な意`恩決定に基づいて行われたもの

ではなく，［1本の貿易黒字の縮小と貿易l1iK隙の解消のために，［1本政府

の政策的な指導のもとで行われてきたものである'')。ここで，この点を

重視するllMlllは，海外に展ＩｌＩ１している生産拠点をフルに動LＩした形で製

品輸入の拡大が図らｵ1ているということを折摘したいからである。もち

ろん，こうした梨,Ｈ１輸入の拡大が，すべてみな|]社拠点からのものであ

ることばないが，そのかなI)の部分を密接な資本関係を持つ企業からの

輸入でまかなっていると考えられる。図表１１１－①は，｜]本の主要メーカ

ー１７６礼に対して通産宵が行った調査によるものであるが，この図表は

企業内貿易の比率の高さを端的に示している。

いまみてきたように，｜]本の|リ建て貿易の急燗が，こうした企業内貿

易の拡大とそれを通貨iiliで表現した''1建て取り|の拡大であったとするな
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自社拠点から OEM委託による 資本参１１１企業から

巾気ｆ械属学他計
動

の自岻岻機金化そ合
228.7（87.4）

873.3（128.0）

164.1（192.2）

247.3（131.1）

17.3（123.6）

102.0（I12.5）

426.5（1101）

2059.2（121.8）

10.2（lI1.9）

267.8（125.4）

206.2（205.6）

83.9（８７．３）

0.9（113.9）

158.5（l`１０.`I）

82.9（101.9）

810.3（132.5）

16.6（125.6）

3.7（155.2）

－（－）

31.0（110.7）

22.5（69.0）

330.`Ｉ（８７.`l）

176.3（125.9）

580.5（97.7）

(１１i位８１`i万ドル，カッコIﾒlは前年19:1ｔ，％）



「IIIjmlliliil」｜附旭と第三llljm街としての''１

らぱ，１Ｍ進展している状況を「'11のlIl際化」と呼ぶことができるので

あろうか。ここでは，’'1取り|の拡大が「Tli場」における''1の利用の拡人

ではないという点が''11題にされなければならない。｜]本企業が多lj1lili化

し，グローバルに１１１１雁拠点がｉＷｌｌされ，その結果，企業|Al貿易が拡大し

ていくことは必然的な経済現象であるが，こうした企業|ﾉ1貿易の反映と

して，４:産物のけ｡ﾘﾉと反対ﾌﾟﾉlf1にI1Ilil）てでその代金が支払われるにして

も，そのこと１１体はあまり維済的な意味を持っていない。「''1の'11際

化」ないし「１１]のlIil際汕貨化」が，」J1l火的に意味を持ちうるのは，「ilj

場」をjlnじてそのことが進股し，多/'Ｉ的決済を支えるjUH街として''1が選

択され，利用される場合だけである。企業内貿易のような場合には，１，

際的なI1ii1hl,交換は17われていないのであって，国民jmlYとしての''1が'１１

際jmlYとしてIEI際的なlNi1W,交換を媒介しているのではないのである。も

ちろん，企業lA1貿易におけるlI1述て比率とそれ以外のTV易におけるl111il』

て比率とを貿易全休においてIUlらかにしている資料は（jYliしていないが，

新ｌｌＩ１等で公表ざｵ'るものでみる限I)，各企業も製,{/,輸入におけるIⅢi&て

取り|の割合をかなりii1jめに設定している'５１。

次に，ドル述て取り|の割合が依然としてｉｌ１ｉいというllllluiについて検討

しよう。一次蔵,１，１，(ｌＩ１ｉｌｈの多くがドル建てで:Ａ２現され，その結果，貿易に

おいてもドル述てでllXU；|きされていることは，既に脂摘したとお'〕で

ある。１，際的なl1ii1Ii11iIi場で一次旅,W,を||＃人した場合に，その代金文払の

ためのim貨を変災することは，外ＩＨＩ為術li場において様々なリスクヘッ

ジの手段が開発されている現（[では，イ《必笈であるし，またリスクlnl避

の手段としても不適当であろう。もちろん’’１t界ili場にIliめる[|水の滞

要の！}'1合が高まる''１で，国際的なllH1V,取り|の変化もＬｌＫじてきている。そ

のなかでも，１９９１ｊＩ１からロンドン金.偶取り|所（ＬＭＥ）で'11建て取り|が

１Ｍ|始された点はJIUuiな意味を持つと考えられるが，それは今のところ輸

入における円建てj(Yリ|の拡大に結び付いてはいない'`１゜

ただし，スポットj1Y引とはｿ｡なって長期的な購買|Ｍ１係が形成されてい
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るような場合には，日本側の意向も反映して部分的に|T]建て取り|が行わ

れるようになった事例も存([する。ここで紹介する例は銅鉱石の輸入に

ついてのものである。ｌ]本鉱業，三菱金属をはじめ銅精錬７社は，パプ

アニューギニアのオクテディド|:に対して買鉱契約の一部に'1建てべ￣ス

を導入することを求め，交渉の結果，８８年の購入分（約22万トン）の

うち上期（１～６１１）について全体の３分の1を|ﾘ建て，残り３分の２

をドル建てにする契約を結ぶことに成功した'７１°この交渉は世界的な需

要が伸び悩んでいるという買い手にｲ}利な状況の''１で行われたものであ

るが，同際的な慣行であったドル建てペースでの取引を変更したという

点に大きな意味をもっている。

こうした条件がさらに整えられ，日本の需要者としての比重が国際的

に高まっていくならば，ドル建て取引がITI建て取引に転換するという意

味での輸入のＦ１建て化が進展することになると考えられるが，現在はよ

うやくそういう方向での動きが生じ始めているという段階であり，未だ

大量的な経済現象にはなっていない。一次産品の輸入は現在においても

ほとんどがドル建て取引のままである。

逆に，1985年に発足したlT1建ＢＡ市場（銀行引受手形市場）のよう

に，当初の期待に反して市場自体が消滅してしまったものも存在してい

る,G1・アメリカには現在もかなりの規模をもったＢＡＴｌｉ場が存在し，そ

れは短期金融市場として発展している。かつて，英ポンド，米ドルが国

際通貨として成立してくる基礎には，貿易取引に蕪づいたポンド建て、

ドル建てのＢＡ市場が存在し，それがＩＥＩ際金融市場として発展している

という条件が存在していた。だが，「１本の場合にはそれがまったく存在

していない。もちろん，ある国民通貨が国際通貨としての地位を獲得す

る場合に，常にBATli場が発達していなければならない理山は存在しな

いが，このIT1建てＢＡ市場が消滅したという事実は，flJ血の円建て貿易

の層の薄さを端的に物語っている。

また，ロ本のＯＤＡの増額にともなって１１１建て輸出が多くなってきて
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「l1IjlHfil&'」柵u1と第三国通貨としてのlI1

いる問題も，その貿易決済のあＩ)ﾉﾉに'''１題があるため，ＴＩｊｉ場におけるＩＴＩ

建て取り|の拡大には結びﾄＩいていない。￣JII111111MUI与や'１１借款の場合，資

金供与を受けるlHllは，〈l：|]銀行に航金lIlI4を設定し，購入計画と調達先

をまずはじめに指定することになっている。ＯＤＡの資金は，その通知

を受けてからはじめて'11賃で，その/I;１１銀行の領金l｣座に振り込まれる。

したがって，そのl-lIllKからそのまま調達先の|｣１１(に資金が振り替えられ

ることになり，非居住者が|Ⅱ街金を係ｲ(するという術造にはなっていな

い。つま1兆膨大な''１資金のＩ化1Jにもかかわらず，貿易の契約から代金

の決済まで非居住者の手元にI11rr金が'1Ｍされることはないのである''１。

以卜の検討から，長期的にみれば】〔アジア地域においてロ本円の利用

が進んでいくことは否定できないが，」【1A([までのところ，日本企業の活

動を除いてみると''1の利１１１はあまり進んでいないと評価できる。

第二節束アジア地域の貿易柵造と「ll1iln貸間」

束アジア地域の各国は，いわゆる輪''１指向工業化戦略を採用して工業

化を図ってきたのであるが，その貿易ﾄﾙ造には以ﾄﾞのような特徴がある。

それは，一方で，かなりの金額の対|]貿易赤字をもちながら，他力で対

米・対欧州黒字によってその赤字をまかなうというものである。したが

って，各国は輪}}Iで独１１ルた外lYでもって対|]貿易の赤字を決済してい

るということになる。こうした決済|什造をin街yllの貿易収支で表現する

ことができれば，束アジジ地域の為緋Tlj場におけるﾀﾄ貨の需給関係を1ﾘ）

らかにすることができる。１Ｍに述ぺたように，各国ごとのその表の作成

は不可能であるが，［１本との貿易についてはそれを作成することができ

る。図表Ⅲ－②は[1本の対ｊＩ１アジア貿易のj、貨別貿易収支を表したもの

である釦)。

この表で明らかなように，束アジア諸国は対｢1貿易について，円建て

で大幅な入超になっている。したがって，各国は[1本''１での支払いのた
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|叉|表Ⅲ－②４〔1Ｗアジア地域との''１巡岡易
(1)1位：Iniﾉｊドル）

…
、､田、F冊■、田■、■、■■雨岡

■而田､Pロココ■、■、
￣■、■、

ＩＭＴ）jml發行１輪|Ⅱ確腿統計」「輸入iMIlj枕iil」ｆ十号よ')作成。

めに，外l］為替市場でドル，その他の外貨を''１に交換しなければならな

い。つまり，現在は実需のiIliからドル売り''１問い取引が生じる構造にな

っているし，実際にも，来京外国為替TITj坊においてそうした取り|が行わ

れている。

一般的に，為替相場が大きく変動し，為紳リスクの管ul1が'''１題となっ

ている変動｜１１場制度のもとで，ｉｎ貨別の貿易収支を均衡させることがで

きれば，こうした為替リスクはlnl避することができる。したがって，各

国は１，]処て輪,,Ｉ（[,本の'',ｌからみれば'１１述て輸入）を轍､１１させるインセ

ンチプをもっているといえるだろう。

この点を検討するために，’11建て輪|Ⅱと|ﾘ建て輸入とを対比してみよ

う。表からIﾘ]らかなように，現在の']本の対束アジア貿易は，絶対額で

は圧倒的に,T}連て輪llwiのﾉﾉが大きく，その結果，［１本の''１建て貿易黒

字額は拡大している。したがって，実需のiiiからITI買い゛ドル売りの為

替取り|額が拡大してきている。しかし’’'１巡て輸入の増jIlは，先にみた

ように８０年代後半以降急速に(I''びたものであり,製品輸入の急噌の問

題と関迎させて考えれば，今後さらに拡大すると予想される｡この傾向

が今後も続いていくならば，将来的には束アジア地域の１１述て貿易赤字

総額は城少に,ｲﾘかうことも考えられる。もちろん，こうした差額を決済

するための取り'全体が減少するにしても’’'１処て輸出と''１処て輸入の総

額が大きくなることで，，]本''１を売買する外lII為替TIT場全休の発展につ

ながれば，IJIの国際j､街化にとってそれはプラスに働くことになろう。

だが，現〈,進展している企業内貿易のような場合は，そうした方向での
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''1述て輸入額 7,749 9,672 ９０９５８ 1２，１８５

差額 16,210 18,387 25,148 ３１００７７



「｢J1im貨圏」構想と第三l1ljmftとしての|U

機種mを持ち合わせておらず，この表から予想されるほどには''1の国際

化に寄与していないといわざるを得ないだろう。

最後に，資本取り|と貿易取り|とのギャップについて検討しよう。貿易

を実際に行っている企業にとってみれば，個々の貿易についての為替リ

スクのln1避は外lE1為替取り|におけるリスクヘッジ手段の発展によって容

易であろう。Ｍ１：，外国為替ili場における様々な手段を利11)することで

短期的には不安定性を取り除くことができる。現代の国際i､街Ｉ,Mjllは，

先進l]B11111では変動｜11場制度となっているが，東南アジア諸'１１はA1本的に

ドルにリンクしたlIG1定'１１場制度を採用している。アメリカの強い圧ﾉﾉの

もとで，升lIjljm街はドルに対して切り上げられてきているが，為替'１１場

制度そのものの変更には至っていない。そのため，東南アジア諸lFIの外

国為替銀行は|{1場変動にともなう最終的なリスクをi､貨当局に転化する

ことができる。したがって，通貨当局はこうした為替リスクを妓終的に

負わなければならないが，ｆで述ぺたように，ｉｎ剛||の貿易収支がそれ

ぞれ均衡していれば，lIil氏経済的には為替リスクを負わなくてもよいこ

とになる。Ｉ]本の対來アジア地域に対する円建て貿易黒字は拡大してお

り，この｢iiiでの為替リスクは増大している。そのため，［１本との貿易額

が大きくなるにしたがって，外貨準備のI'１にロ本''1が組み込まれる率が

高まってきており，外貨準備の多様化と呼ばれる現象も生じている。し

かし，韓国の場合からもわかるように，貿易総額の(Illびも大きく，｜']建

て貿易の割合はあまり墹力Ⅱしていない。外貨準備の多様化そのものは，

主としてドルが不換i､貨であるということによって生じているもので，

ドルを'''心としながら価値総額の保全を図るという範lmlを越えるもので

はないと考えられる2'１。

むすび

現/'1利ﾉ'1できる資料は限らｵ'たものしかなく，全体像をIﾘＩらかにする
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ためには不十分なものであるが，われわれはI｣本と韓国の''1巡て貿易の

実態を検討するなかで，［1本Iﾘが第三国j皿貨としてｲ|川1されていること

を数ｋi的に1ﾘ|らかにすることができた。また，この背景として，束アジ

ア地域に[ルＭＹ業を'''心に製品貿易をilHじた水平的な国際分業体iljllが急

速に発展してきていることも指摘された。

しかし，第三国j､貨として利用されている''1の総額は，肢も''1述て取

り|が高いと予想された韓国においてもあまり多くなく，多）【Ｉ的な貿易関

係を[１本''1が交えていると評価することはできないという限界も1ﾘ1らか

にされた。しかも，その多くが[|本企業の企業内貿易によってﾌﾄﾞ||川され

ていると予想され，その量の拡大もすぺて肯定的に評価できないことも

桁摘された。もちろん，［|水における円建て取り|そのものも，８０ｲ'２代

以降急激に'''1びたものであり，ＬＩＭ三の金額の少なさから一ilii的な結論を

リ|き出すぺきではないだろう。長期的にみればまだ変化が始まったばか

りであるからである。本稿で論じることのできなかった第三国通貨とし

ての|[]の利)11と外ljil為替銀行の決済取引における''１の利１１１との'11述，ま

た資本取り|における'1]の国際化の問題は，m|縞で検討する予定である。

注

I）［1ｲﾐ経済WTlli1でも，「｢''１経済圏」は｣ｋまれるか」とMnして特集をくんで

いる。’1本経済新聞，１９９１年l2n21Lまた，｜ﾘのljl際imlY化をrjulし

たものに，こく国陽犬「llj場原理がｌｑを鎚袖j､街化する」「エコノミスト」

１”ofドｌｌｌｌ６ｌ]号所収，がある。

2）奥111宏iil「lu1は舞台に登れるか」杉本１１(化．閣下稔．藤ｌｊｉｉＬ'j雄．松村文

武綱「現代'１１界経済をとらえる」東洋経済新報社，Ｉ”ljI：，所収を参11(1.

3）’１１際決済における''1とドルとの関係については，’''１橘「''1の111際化のりＡ

状と’’'1とドルとの階層構造」法政大学「社会労働研究」第３６巻第２け，

l989ili，を参11((されたい。本稿lよ上記論文の続編となるものである。

I）イ<橘で資料としてＩl}いているj､産宵の「袖|||確認統計」，『楡人Ni(l｢純

iiljが，1991年]２ルナをもって廃I上されたため，l992fr以降のlIl巡て倒

易のｌＩＩｉ移については利川できる資料がイバIＬなくなった。i1tlItな徹料であ
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｢lI1jln貸間」lMiju1と】リヨllljlnlkiとしての''１

るだけに，lIIiililな限りIIqUlの資料公表のIIjlW1が求められている。

５）１１本の貿易においても対ヨーロッパ諸'11の貿易のlI11hて比ｾﾞﾄ!'よ慨めてini

い。したがって側功}Ⅱ進を}佛象して，この[1イミが低いという蚊Ⅱ/(だけをjlX

I)lllして比較してしあまり愈味がないとＷ〕れる゜この'１MMm｛よ，ドイツの

場合を例にしてＭに検朴Ｉしている。注3)のlllliii，’'1,74～７８．

６）１１イミのIIjW1IWl允慨lﾘ』（０１)Ａ）における実際のfr金の支払のﾉﾉ法につい

ては，ケト術行監修「綿済|ﾉｨﾉﾉ参加への下；|き」’11際Illijui脇ﾉﾉM1会，Ｉ９９０

ｉｌｆ，を参!!(!。］l1llllll肋，特に''1借款についてはⅡイミからの輸ｌｌＩのすぺて

が|リ巡て輪'１１になっているとｒ魁される。

７）この甥lUについては，ｒｌｉ３)の'''１隅，ＰＰ７０～7`１．

８）タイに対する|r〔接投溢ラッシュに典くり的にみられたように，８０i１２代後

、|<から対ASEANililI1への[「〔接投資は急墹した。こうした110(接投了iにしと

づく現地ﾉ|施が'1/Ｌら」こがり，そｵ1が本絡的な輪'１１の１１k人へとfI1jぴﾄiいてく

るのは９０fIi代に入ってからであると考えられるからである。

９）他のアジア:lilI1のj胤介にも，輪lll人によるjlDMll受ji(iWiが公だされてい

れば，iRllYi的な分l1iが'１[iｉｆになり，より''1の実ﾉﾉをIlL〈ｉ１ｉ１ｌｉすることが

ⅡI能となるが，ｊＩｌ（がIiMlぺた範ｌｌＩＩではその様なｒｉＩＩＩを1Kに入れることがで

きなかった。この.'’1(，今後さらに調盗していきたいと考えている。

10）ここでIWl1している統舟|･で(よ，緯111の輪llIiW1はＦＯｌｌＩｌｌｌｌＨで災,j<されて

いるが，他小１１本の輸入lWiはＣＩＦ価|片でｊｉ,lくさオ】ている。そのため，

ここでｉｌ｝られた好ｉｌｌ１ｊｍｆｉとしての円取り|の金lWiは，脚lwlからⅡイミヘ輸１１１

されるllW1W1のjMnT・保険料の部分まで差しり|いてしまっている。つまり，

実際の金額よりもそれは小さくなっているのである。この部分をI1liIlSする

ために，Ⅱ水の仰ｌｌｉｌからの輸入総額（ＣＩＦ災,'<）から脚ｌｌｉｌの1]イミヘの轍

１１１総緬（ＦＯＢ災,'《）をリ|き，１１本の韓ＩＩ１からの愉人総lW1に,!iめる迎ｌＹ・

’１１険料の馴合を||'し，’'１述てl((ﾂ|の場合にもl1il様の!iﾘｲﾔで巡ｌｆ・保険料が

，!iめていると|ＩＭＩ'Iして，連!｛・保険料を算ＩＩＬ，その金lWiをj｢(1)除くとい

うﾉﾉiﾉﾐが貯えられる。しかし，多くの貿易統計がそうであるように，IILill1

でそれぞれ公災ゴオ'るffj]征の貿易額はかなI〕lALなっておI〕，以12述べた

Ｔ続きによってはjlulT・保険料の金額をlE砿にlIIiiⅢすることはできなかっ

た。そのため，ここでは，突際の第三lI1jmlYの総加は，，(〈文で述べた命1ｍ

を↑汗｣LllllっているとげえられるということをlIil1ilしておくにとどめる。

]'）'１:'(〕)で述べたIIilH災'(の'１１１Mmや1,11国における貿扮航のｌｌｌ述のＩｌＩ１１(qにl｣Ⅱ

えて，次の：」ｌＡを検小ける必'災がある。’１１巡て総lWiをドルで災呪するjル合

の為付''119の換！):のI1Ilulと21111111の貿易決済にかかわる決済期[]の範''11の
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|･Ｉ災①｜lｲﾐの''1翅て輸入航（対韓|刊）と韓同の|ﾘの受jlWWiの'１t移
(111位：億'11）

汕
汕
叩
卸
叩
釦
汕
、
０

1987.171988.171989.171900.1７１９９１．１7

1111Ｗ）油l:iR行「柚人馴lli枕,i}｣，ＴｈｅＢａｎｋｏ｢Korea､Moll【hIyI)uIeIin，汁)jより作ｌｌＸ

ＩｌｌＩＭｎである。ｉｉｉ打は，韓国の統計で''1建て輪１１１による受取緬がドルで災'1〈

されていることから('２じている。ここでｆＩｌｊ１１している原炎そのものの''１に

は行)]征に換l)2にあたって11｜いた為替Ⅱ1場は友水されていないが，llilじ統

計徹科の１１１で，ドル・ウォン''1場，’11.ウォン'１|場の公定レート，Ili場１２

均レートが炎,lくされている。この数１inを使って|リドルレートをl):}|'し，１１

本のj､厳1冊の統計における''1ドルレートと比ぺてみた。ここで，求めたＩｌ１ｌｉ

ｌｌ１の|リドルレートは，各)]征に異なっているもののその額はきわめて小さ

く，この11,1度の飛災であれば結論を変災するほどのものではないとﾄﾘ断で

きる。また，この処１１１１をして図表Ⅱ一③を''１述てで表71《したものが，ＩＭｉ

①である。鵬仰りには，ｌ叉|表II-③と変わっていない。

次に，決済期Ⅱの範WilのlMI題であるが，鱒|Ｆ１の統計は輪ｌｌＩによる受！[(額

であI)，当)Iの受取額（１１ｲﾐの側からみれば支払lWi）を'1《している。Ｉ]ｲﾐ

の場合は輸入額であり，当該)]にそのすべてが支払われるわけではない。

一般に，［1ｲ点の貿易における輸入代金の決済ﾉj法は，前払い，後払い，－

魔払いにわけられているが，前払いの比率はＩＣ％強にすぎない。したが

って，Ⅱイミから当該)]に支払われる決済のためのIWi金は，そのiilj後の輸

入瀬の代金を含み，当該)]の輸入額の一部分を含んでいないと老えられる。

仮に，決済の期１１が('リヵ几が遅れるような場合には，こうしたI111fの比較

は愈味をもたないことになるが，図表11-③よりＩＵ１らかなように，ほぼ：

つの数Ｉ向が述勤しておりｉ決済期|]が大きくずｵ1ているとは瀞えられない。

さらに，イミ隅で１１１Ⅱ1mにしているような期l1U，すなわちIU1巡て取り|がＩＩｉ常的

にjiiI大している過llmにおいては，当該ｊ]の1]イミの''1巡て輸入額よ'〕も尖際

に支払ったII1ri金は少なくなるとllkillllされる。したがって，本文で述ぺた

ｆ続きによって飾三|刊'１１１取引における1'１の総額を求めるとすれば，そｵ1は
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実際の金iiliよりも小さい金額として表']くされてしまうと考えられる。この

ことも節-{''11((ﾘ|における''１の実ﾉﾉを評価するさいには，瀞11Kしなければ

ならない点である。

12）l990fliの郷llilの輪|||額は650.2億ドルであるが，ｌ１ｉｌ年の輪'11による受

取額は604.3値ドルで，輪'１１額のﾉjがおよそ５０億ドル入きい。ほぼ，征

fli楡111額よりも轍111による受】(i(lWiのﾉjが小さくなっているので，このＨ１迎

｛よ，輪１１Ｉしてからその代金を受け取るまでにl1IFlIil的ずれがあるからである

と考えられる。したがって，実際の貿易に占めるl]本１１の利１１１は，１％を

やや｣二'''１るものであるとｒ魁される。１１１棟の｣ＤＭＩから，これ以後の誠Ｉ):も，

実際の状況よりもやや過小評価するものにならざるをｉＩ１Ｌないという点に注

懲しなければならない。

13）現〈Ｉｉｆ１ｌｌＩ１できる蝉|F1の資料では総額だけが公表され，’'1》'1の受j【(瀬，支

払額が公災されていない。だが，総餓は部分を把撮しなければ求めること

ができないのであるから，１A1部資料としてはそれをもっていると考えられ

る。この点のjWlﾘ｝は今後の課題にしたい。

14）ｊ､施行(よ，iijfl2，二１２婆企業を対象にして輸入拡大のための甥荊会縦をＷ１

Ｉｌ&し，各企碓に輸入拡大のための計IllUi作りを求めている。特に，側,(１，輸入

については側,(１１１輪人lljl進税制を整備するなどして，微極的に拡人に努めて

いる。｝1本経済WiUM，ｌ”２年４ノ１２３[｣。

15）「郷''1，マレーシアなどからの部ｉｌｎ輸入を『''心に，輸入については八剤

近くが|リ巡て（人脈E機メーター)｣，「|T1高1,01(Iiでドル処て輸入をすれば

差1kが||'てコストがﾄﾞがるが，かえって経費の見』、しが不適IUlにな')，経

営;|･lmiが,I/:てにくい。また，海外子会社からドル巡て輸入をしても，ｌｒＩこ

うが簾Ijiを被るのではＬＬ合いが悪い。リリ割以上の１１巡て輸入比率を保つよ

うにしている。（三菱fli機)」１９８８年５「１１５ｐ，［１本経済Willllo

16）１１維施業祈U11,1990年ｌＯｊ１９Ｉ]。このiiLIlvによれば，「1イミのlHiil:が

ＬＭＥのトレーダーに注文を'1'す際の６～７割は１１迦てで，ドル述ての}[（

リ|の削介は３～`I制にすぎないとのことである。また，このＬＭＥにおけ

るIulli(ﾘllIllMnを検討したものに，井上伊知郎「''1際jUDlテドルの侵食にⅡUす

るﾊ:下のrr料について」久剛米人学「巌業経済研究」節３１巻第３Ijf，

１９９０ｲｌｉＩ２１]，がある。

17）ｌ]水維済WrUll，1987年３)］Llllo

18）３)の'''１柵，PlOOo

19）ilH6)のiililalll，ＰＰｌ４～１７゜このような'11の'１上与によっては，充114途

上''１のＷＥにlI1yr金がとどめおかれないため，」|:居住商の側にlIIrf金を連
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ノ1]しようとするインセンチプはｌｌ２じない．もちろん，ＯＤＡの利用を''1の

llil際化のための下段にすぺきであると正iIiしているわけではないが，現状

の支払〃法には多人のl1IlMnがあると考える。

20）［1本のjmff別貿易収支とそれのドルとのlIU係については，奥H{宏iil「[１

本の通貨別貿易収支の対米ファイナンスについての党ilf-80年代ドル危

機及びlqのlIil際化と関逃させて－」ilz命館大学『)I命館'１１際研究」第２巻

第１号，１９８９１１１５ノルが詳しい。

21）注3の''１１隅，PP89～90。

（この研究の一部はj1i収2年度の法政大学特別β}光助成金のilli肋を受けてなさ

ねている｡）
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